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2019 年 9 月 25 日 Rolf Knütel 先生が、白血病により、79 歳９ヶ
月でお亡くなりになった。 
先生は、ナチスドイツによるポーランド侵攻の年 1939 年 12 月
23 日にハンブルクにお生まれになり、戦後ハンブルクとフライブ
ルクで法学をお修めになった後、Max Kaser 先生の下で博士論文と
教授資格請求論文を著された。その後 1977 年に、Werner Flume 先









初めてのご著書 Contrarius Consensus. (Köln/Graz）は、1968 年の
出版であり、当時まだローマ法学界には interpolatio 研究の名残が
あったため、Knütel 先生ご自身も 1990 年代には「今なら違った書
き方をした」と述懐しておられた。最晩年のご論文の一つである
"Papinian D. 46,3,95 pr.-1 (28 quaest.)", in: Finkenauer / Sirks (Hrsg.), 


















Konferenz der Deutsch sprachigen Juristen in Ostasien の立ち上げにも
惜しまず協力された。しかしなかでも、日本との関わりは格別




"Papinian D. 46,3,95 pr.-1 (28 quaest.)"の冒頭の注にも、そのことが
現れていよう。また、多くの日本のローマ法・民法研究者が、在
外研究等で温かく受け入れていただき、先生の薫陶を受けた。 
Knütel 先生はスピーチの名手で、日頃読解に悪戦苦闘している
ローマ法文さえ、その心地よい少し高めの声と美しい Hochdeutsch
の独訳で語られると、詩の一節のように聞こえ、キケロやカエサ
ルの演説もかくありなん、と思われたものである。また、愛妻家
としても有名で、何度目かの福岡ご滞在の折、ホテルへの徒歩で
の帰路、ひとり皆から遅れられた先生に「どうされましたか」と
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尋ねたところ、店のウィンドーに飾られたモノトーンチェックの
コートを指して「これ、バルバラに似合いそうだな、と思って」
とはにかんでおられた姿が追想される。 
先生にいただいた学恩に深く感謝し、心からご冥福をお祈りす
る。 
 
